
2024 年度第 3 回グライダークラブ委員会（第 12 回全国グライダークラブミーティング） 議事録（1 日

目） 

日時：2024 年 10月 26日（土） 15：00－17：00 

場所：ホテル こわしみず 「天恵」 〒392-0003 長野県諏訪市霧ケ峰高原 1-8 

幹事クラブ：諏訪市グライダー協会 

 

 

参加団体・氏名 

※敬称略 

諏訪市グライダー協会：大石、平林、西川 

Gliding Japan 編集：吉岡 

JSA（（公社）日本滑空協会）：佐志田 

（公財）日本学生航空連盟：太田 

SATA（（公社）滝川スカイスポーツ振興協会）：日口 

（公社）宮城県航空協会：齋藤 

（公社）長野グライダー協会：畔上 

NPO 法人関宿滑空場：篠原、山内 

JSC（（公社）日本グライダークラブ）：吉岡 

中部日本航空連盟（岐阜）：中居 

中部日本航空連盟（愛知）：佐々木 

ヤマハ SC：迫田 

大野グライダークラブ：堀田 

NPO 法人九州グライダースポーツ連盟：毛利、工藤、伊東 

13団体 19名 

 

 

プライマリー飛行会 

諏訪市グライダー協会主催のプライマリー飛行会に参加。ご厚意により一部メンバーは搭乗させていた

だいた。 

 

 

諏訪市グライダー協会会長ご挨拶 

諏訪市グライダー協会会長 佐久秀幸様よりご挨拶 

グライダーが観光とスポーツの両面から大きな貢献をしている旨をご説明いただく。年間 230 万人訪れ

る観光客のうち 120万人が 7～8月に訪れており、高原の景観マッチしたグライダーの運航風景を楽しま

れているとのこと。 

 

 

各団体の近況報告 

〇諏訪市グライダー協会 

・単座機には機体保険を掛けていない 

・ロケーションが良いため映画、ドラマ、プロモーションビデオ、コマーシャルの撮影に使われている 

・ファルケのエンジン更新ができないため、10月に美瑛でモーターグライダーのトレーニングを実施 

・宇宙で太陽光発電してそのエネルギーを電磁波に乗せて地上に送る国家プロジェクトの実証試験が霧

https://www.kenkai.jaxa.jp/research/ssps/ssps-ssps.html


ヶ峰で行われている 

 

 

〇Gliding Japan 編集部 

・クロスカントリーフライトや競技の話題だけで無く、初ソロやライセンス取得などもっと日常的な活

動も話題にしたい 

・グライダー関係者以外にも興味を持ってほしい 

→周辺のグルメ情報などあればぜひ 

・次号 1月号の編集を控えている 

→滑空場での新しい活動や機体の導入など話題があれば是非 

・中古機の活性化 

→眠っている機体の復活を話題として取り上げたいので情報提供してほしい 

・多様性を尊重（性別、障がい問わず）した飛びやすい環境づくりについて広く意見が欲しい 

・50 周年記念誌読んだ人のフォードバックがほしい（Gliding Japanについてもフィードバック募集中） 

 

 

〇JSA（日本滑空協会） 

・今まではオブザーバー参加だったが委員会化したことで発表団体に回る 

・協会のミッション「安全と楽しさ」「他の航空スポーツ・事業者との連携」 

・会員が約 644名、うち女性が 33名 

→滑空スポーツ愛好者の女性の割合については 10代～20代の学生と思われる方の割合が多い。社会人の

女性も増やしていきたい 

・JSA会員の年代の分布について 

→各種施策の実施により、10代～20 代については毎年一定数の入会を頂けるようになった。会員の平均

年齢が下がり、持続的な組織へと変わりつつある。 

→30 代、40 代の会員については、現在は少ないが、入会頂いた 10 代～20 代の方に JSA 会員を継続頂く

ことで、将来的に年代のバランスの改善を目指している。 

・航空局との調整 

→電動モーターグライダーに関して耐空性審査要領の改訂を検討中 

→電動航空機やエンジンの問題をどんどん報告してほしい 

・耐空検査員の追加 

・全国グライダークラブ委員会への期待 

→各クラブ員から意見の吸い上げをして活動の方針の材料にしてほしい 

 

 

〇（公財）日本学生航空連盟 

・所属学生が 900名越える 

→フライトの機会が足りないため、訓練所以外の滑空場にお邪魔させていただくかもしれない 

・ヒヤリハットについて 

→離着陸に絡むものが多い（曳航索の場外への落下など） 

→ヒヤリハット報告件数について、「減らそう」とはしない（隠されてしまうため）。どんどん報告させる 

→期末試験後のヒヤリハットが多い（50％以上の割合を占める） 

・埼玉スカイスポーツフェスタ体験搭乗メイン 60名募集 

・熊谷市「お裾分け旅 おとなり」の企画に協力して希望者に体験飛行を実施 

https://otonari-gift.com/course/course-16502/


→比較的任意の日程で実施できる（当該日に合宿をしている大学に協力してもらう） 

・LORA システムについて 

→携帯電話を使ってサーバに位置情報を上げるシステムでリアルタイムに位置と高度が分かる（URLを知

っていれば誰でも見られる） 

→かつては遠くの機体を双眼鏡で探して地図に駒をおいて管理していた 

→4 秒に 1回情報が送られてくる 

 

 

〇SATA（（公社）滝川スカイスポーツ振興協会） 

・コロナ前よりも活動は活発に 

・ビッグデーが減って基礎練習日が増えた、回数はよく回る 

・ユース会員の増加。80人超／260人中（今年度 42名入会） 

・サマトレの飛行回数はほぼ限界まで飛ばしている 

・モーターグライダーの飛行が減少 

→モーターグライダーでのツーリングやクロスカントリーを行う会員の減少、スタッフの不足など 

・空のふるさと事業について 

→航空業界で活躍している元青少年会員を招聘して市内の小～高校生に講義をする（パイロット、CA、グ

ランドスタッフなど）。キャリア教育の一環として授業の中で実施した。 

・新たなスタッフ（整備・パイロット）が不足 

→活発な若者が居たら是非声を掛けてほしい 

・LSAは曳航機として候補に入っているか？ 

→入っている 

 

 

〇（公社）宮城県航空協会 

・サマーコース、オータムコースについて 

→夏、秋に実施した連続フライトが好評。今年は東海、関西からの大学生参加が多かった。 

→秋の連続フライトは、若手教官（大学院生）が企画、平日運航のスタッフとしてウィンチマン兼任で参

加、早期リタイアしたクラブ員にもご協力頂いている。 

・ウェーブキャンプが好評（1月 2月も入れると 30人以上の問い合わせ） 

・指定養成施設を再開 

→角田訓練所より 2名（東北大生）が合格 

・仙台空港祭に機体展示 

→コックピット体験は大盛況で列が絶えなかった 

 

 

〇（公社）長野グライダー協会 

・コロナから発航回数は持ち直したものの、事故の影響でやや減少 

・指定養成にて 3名の新ライセンシー誕生 

・須坂東 IC近くにイオンモール建設中 

→すでに新しいサーマルスポットとなっている 

・高校生が 5時間達成 

→前述の新ライセンシーのうちの一人 

 

 

https://www.takikawaskypark.jp/entry/2024/05/18/184133


〇NPO関宿滑空場 

・理事会を日曜日から水曜日へ変更 

→スタッフ兼任の理事が運航に参加できるためフライトの機会が増えた 

・暑さ対策のため朝のブリーフィングを 10:00→09:30 に変更 

→特に支障が無いため 11月中も継続して実施中 

・JA4087のエンジンオーバーホールが大幅に遅れた（予定よりも 2年遅延） 

→ライカミングの生産遅れが原因。ライカミングよりレターを貰っている。 

・（整備委員会）整備士学科試験見直しに CABから意見聴取 

 

〇JSC（（公社）日本グライダークラブ） 

・若い会員の定着率が課題 

→ライフイベントでクラブから離れてしまう 

・ディモナを使ったウェーブトライを新たに実施 

・ArcusTの不具合 

→燃料ホースの破れから燃料漏れ 

→外観のみでの判断ができない損傷だった 

・曳航機エンジンをリビルド品に載せ替え 

→本体 700万円、交換作業費・パーツ費 200万円、合計 900万円 

→次の曳航機のために 3,000 万円の積み立てを目指しているが厳しい（相場が高くなっている） 

・インシデントの指導に対してのハラスメント申し立て 

→ハラスメント講習を実施 

 

 

〇中部日本航空連盟 

・岐阜と愛知と静岡の 3支部で活動 

→飛騨の合宿や 3支部競技会で交流 

・ユース会員制度の導入 

→若干ずつも若手が増えている 

・最近は運航人数が少なく、高齢化してきている 

→少なくとも 7人いれば運航はできる 

・指定養成は 2～3年に一回程度実施 

・新しい DG1000 の評判は？ 

→主翼が重たい。新品なので桁が入りにくい。 

→カッチリした飛びっぷり（新品だから？）。DG505よりも扱いやすい 

→ウィンチでも Duoよりも上げやすい（浮きやすい？） 

 

 

〇ヤマハ SC 

・浜北滑空場にて遠州グライダークラブと合同で運航している 

・モーターグライダーの運航に力を入れている 

→ナビゲーションや ATCなどグライダー乗りに足りない部分を伸ばしたい 

・会社の体験搭乗会を実施 

→中高年の新入会員が多め 

・高齢化問題 



→高齢の指導員がスパっと辞めてくれた 

・「VHF無線機を新規手配される際の注意喚起情報」について 

→ICOM の VHF無線機は国内対応するようになっている 

→修理/購入などハンディの無線機で無線局の免許をとると 20万くらい？ 

 

 

〇大野グライダークラブ 

・大学航空部 OBOGの入会は多いが、定着が課題 

・近隣住民からの苦情への対応 

→ダウンウィンドの下あたりの住民の方「上空を飛ばないでほしい」との苦情 

→学生の練習生に対しての苦情があり、警察に対応を依頼（継続的な苦情は威力業務妨害になる可能性） 

→現状は変則的なパターンで場周している 

・ウィンチのパーコレーションについて 

→エンジン強化に伴うファンの仕様変更でキャブレターに熱風が当たってしまうようになったため？ 

→現状は燃料の断熱・冷却で対応中 

→ウィンチマンにとってトラブル発生が常態化してしまっていることに警戒している 

・学生と社会人で活動にズレが生じている 

→学生は早く始めて早く帰りたい（週末）ので社会人の活動時間とずれてしまう 

・あいち航空ミュージアムでの機体展示が毎年恒例に 

 

 

〇NPO九州グライダースポーツ連盟 

・久住は春から秋が使用可能な期間 

・白川での発航回数が増加し、久住を超えて逆転 

→平地の河川敷で平坦、天候も安定、学生の発航回数が増加しており、ライセンシーも増加している 

→久住のベストシーズン中にウィンチが白川行くために久住で飛べない課題も 

→2 台目ウィンチの導入で解決を図る ※後述 

・若手教官育成のための援助金を出している 

→訓練費 800円／日、フライト料全額を免除。結果 2名合格 

→実地試験は福井で受験 

 

 

MTG 終了後 

→夜はホテルこわしみずの大広間にて懇親会を実施 


